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■研究の目的

１ 研究主題・研究の目的

• 振り返りのICT化
• Teamsの活用
• 授業改善の支援

• DXハイスクールによって新規導
入する機器の選定支援

• 活用方法の研究

ICT活用指導力の向上 ICT機器の効果的な活用
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BYOD端末の活用によるICT指導力向上に向けた支援の在り方
＝授業の振り返りを主軸とした都留高DXに向けて＝

■研究主題



２ 研究の経過 4

月日 〇担当者との打合せ・会議等 ■研究支援

4/3 〇研究支援に関する管理職への事前説明
・研究支援の概要説明

4/12 〇研究支援に関する打合せ
・管理職、研究主任、ICT担当者等をまじえた打合せにおいて研究主任より研究主題等の提案 ・センター研究推進校について説明

5/1 〇研究支援に関する打合せおよび授業参観
・支援計画の検討および意見交換 ・授業参観および施設の確認

5/29 ■教員のICT活用指導力等のアンケート
・研究主任へ各項目について概要説明 ・Microsoft Formsにより回答（1回目）

7/10 ■学校担当指導主事訪問帯同
・都留高教職員への概要説明 ・DXハイスクール関連事業についての研究協議
〇校内研修会についての打合せ
・研修会の内容調整

7/23 ■校内研修会（全職員対象）
・振り返りをOneNoteおよびTeamsで実施するための方法について ・OneNoteの活用方法の事例紹介

10月末以降 〇校内研究授業および研修会についての打合せ
・日程調整および内容検討

12/17 〇校内研究授業および研修会
・BYOD端末を活用した授業とOneNoteを利用した振り返りの実践事例 ・先生方でのグループ討議

1月中 ■教員のICT活用指導力等のアンケート
・研究主任へ各項目について概要説明 ・Microsoft Formsにより回答（2回目）
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２ 研究の経過（事前アンケートの結果） 8

私はICT機器を扱うことは…（授業に限りません） （都留高校内 n=32）

5

1014

3

得意である

やや得意である

あまり得意とはいえない

苦手である
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87.5%

90.6%

93.8%

81.3%

94.1%

94.7%

96.6%

87.6%

91.1%

91.7%

94.8%

87.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

Ａ－１ 教育効果を上げるために，コンピュータやインターネットなどの利用

場面を計画して活用する。

Ａ－２ 授業で使う教材や校務分掌に必要な資料などを集めたり，保護

者・地域との連携に必要な情報を発信したりするためにインターネットなどを活

用する。

Ａ－３ 授業に必要なプリントや提示資料，学級経営や校務分掌に必要

な文書や資料などを作成するために，ワープロソフト，表計算ソフトやプレゼ

ンテーションソフトなどを活用する。

Ａ－４ 学習状況を把握するために児童生徒の作品・レポート・ワークシー

トなどをコンピュータなどを活用して記録・整理し，評価に活用する。

教育の情報化実態調査 教員のICT活用指導力（「できる」・「ややできる」の割合）

都留高校（n=32） 山梨県（n=1159） 全国（高校）

２ 研究の経過（事前アンケートの結果）
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90.6%

78.1%

68.8%

71.9%

92.1%

81.4%

73.0%

82.1%

88.8%

79.4%

75.5%

78.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

Ｂ－１ 児童生徒の興味・関心を高めたり，課題を明確につかませたり，

学習内容を的確にまとめさせたりするために，コンピュータや提示装置などを

活用して資料などを効果的に提示する。

Ｂ－２ 児童生徒に互いの意見・考え方・作品などを共有させたり，比較

検討させたりするために，コンピュータや提示装置などを活用して児童生徒の

意見などを効果的に提示する。

Ｂ－３ 知識の定着や技能の習熟をねらいとして，学習用ソフトウェアなど

を活用して，繰り返し学習する課題や児童生徒一人一人の理解・習熟の

程度に応じた課題などに取り組ませる。

Ｂ－４ グループで話し合って考えをまとめたり，協働してレポート・資料・作

品などを制作したりするなどの学習の際に，コンピュータやソフトウェアなどを効

果的に活用させる。

教育の情報化実態調査 教員のICT活用指導力（「できる」・「ややできる」の割合）

都留高校（n=32） 山梨県（n=1159） 全国（高校）

２ 研究の経過（事前アンケートの結果）
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75.0%

81.3%

71.9%

68.8%

87.5%

90.1%

82.7%

78.3%

85.9%

87.8%

82.5%

76.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

Ｃ－１ 学習活動に必要な，コンピュータなどの基本的な操作技能（文

字入力やファイル操作など）を児童生徒が身に付けることができるように指導

する。

Ｃ－２ 児童生徒がコンピュータやインターネットなどを活用して，情報を収

集したり，目的に応じた情報や信頼できる情報を選択したりできるように指

導する。

Ｃ－３ 児童生徒がワープロソフト・表計算ソフト・プレゼンテーションソフトな

どを活用して，調べたことや自分の考えを整理したり，文章・表・グラフ・図な

どに分かりやすくまとめたりすることができるように指導する。

Ｃ－４ 児童生徒が互いの考えを交換し共有して話合いなどができるよう

に，コンピュータやソフトウェアなどを活用することを指導する。

教育の情報化実態調査 教員のICT活用指導力（「できる」・「ややできる」の割合）

都留高校（n=32） 山梨県（n=1159） 全国（高校）

２ 研究の経過（事前アンケートの結果）
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78.1%

81.3%

75.0%

68.8%

89.5%

89.5%

82.8%

85.3%

89.3%

89.9%

84.9%

85.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

Ｄ－１ 児童生徒が情報社会への参画にあたって自らの行動に責任を持

ち，相手のことを考え，自他の権利を尊重して，ルールやマナーを守って情

報を集めたり発信したりできるように指導する。

Ｄ－２ 児童生徒がインターネットなどを利用する際に，反社会的な行為

や違法な行為，ネット犯罪などの危険を適切に回避したり，健康面に留意

して適切に利用したりできるように指導する。

Ｄ－３ 児童生徒が情報セキュリティの基本的な知識を身に付け，パス

ワードを適切に設定・管理するなど，コンピュータやインターネットを安全に利

用できるように指導する。

Ｄ－４ 児童生徒がコンピュータやインターネットの便利さに気付き，学習に

活用したり，その仕組みを理解したりしようとする意欲が育まれるように指導

する。

教育の情報化実態調査 教員のICT活用指導力（「できる」・「ややできる」の割合）

都留高校（n=32） 山梨県（n=1159） 全国（高校）

２ 研究の経過（事前アンケートの結果）

本当にウィークポイントとして
捉えて良い？
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教育の情報化実態調査 教員のICT活用指導力（都留高校内 n=32）

できる ややできる あまりできない できない

２ 研究の経過（事前アンケートの結果）

他項目と比べると低く見えるが、
他集団も低い



14２ 研究の経過（事前アンケートの結果）

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

Ａ－１

Ａ－２

Ａ－３

Ａ－４

Ｂ－１

Ｂ－２

Ｂ－３

Ｂ－４

Ｃ－１

Ｃ－２

Ｃ－３

Ｃ－４

Ｄ－１

Ｄ－２

Ｄ－３

Ｄ－４

教育の情報化実態調査 教員のICT活用指導力（「できる」・「ややできる」の割合）

都留高校（n=32） 都留高校2回目（n=33） 山梨県（n=1159） 全国（高校）

本当に能力が下がったのか？
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「私はICT機器を扱うことは…」
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0 2 4 6

国語

地歴・公民

数学

理科

芸術・家庭

保健体育

英語

得意である やや得意である

あまり得意とはいえない 苦手である

私はICT機器を扱うことは…
（n=32）

得意
である

やや
得意であ
る

あまり
得意とは
いえない

苦手
である

総計

国語 3.06 3.11 3.1

地歴・公民 3.19 2.47 1.56 2.58

数学 4 3.11 3.26

理科 4 2.75 3.19 3.43

芸術・家庭 2.5 2.5

保健体育 3.94 3 2.38 3.1

英語 3 2.73 2.94 2.81

総計 3.8 3.07 2.83 2.29 3.01

「私はICT機器を扱うことは…」と
教育の情報化実態調査の全回答の平均値との関連性（n=32）

教育の情報化実態調査の各回答について 「できる：４ ややできる：３ あまりできない：２ できない：１」 で換算
散布図では「得意である：4 やや得意である：3 あまり得意とはいえない：2 苦手である：1」 で換算

２ 研究の経過（事前アンケートの結果）

ICTは苦手と感じて
いるがスキルはある？
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Microsoft Office / Microsoft365の機能で「数回
以上」使ったことがあるものを全て選んでください。

Forms

OneNote

２ 研究の経過（事前アンケートの結果）
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ここ数年間の、普段の授業におけるICT活用の頻度を教えてください。

２ 研究の経過（事前アンケートの結果）
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ここ数年間の、普段の授業におけるICT活用の頻度を教えてください。

２ 研究の経過（アンケートの結果）



19

ここ数年間の、普段の授業におけるICT活用の頻度を教えてください。
※各ツールにおける、教科ごとの「良く使う」「たまに使う」の人数

２ 研究の経過（アンケートの結果）

0 2 4 6 8 10 12 14

自作のPowerPoint教材

教科書会社等が作成したPowerPoint教材

デジタル教科書やデジタル指導書の画面投影

インターネット上の記事の画面投影

YouTube等のオンライン動画の投影

上記以外のWord、Excel、グラフ作成ソフト等のスライド以外のソフトウェアの画面投影

教育向けのオンラインツールの活用

その他オンラインツールの活用（付箋・ホワイトボードなど）

書画カメラの利用

国語

地歴・公民

数学

理科

芸術・家庭

保健体育

英語
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ここ数年間の、普段の授業におけるICT活用の頻度を教えてください。
※各教科における、ツールごとの「良く使う」「たまに使う」の人数

２ 研究の経過（アンケートの結果）

0 2 4 6 8 10 12 14

国語

地歴・公民

数学

理科

芸術・家庭

保健体育

英語

自作のPowerPoint教材 教科書会社等が作成したPowerPoint教材

デジタル教科書やデジタル指導書の画面投影 インターネット上の記事の画面投影

YouTube等のオンライン動画の投影 上記以外のWord、Excel、グラフ作成ソフト等のスライド以外のソフトウェアの画面投影

教育向けのオンラインツールの活用 その他オンラインツールの活用（付箋・ホワイトボードなど）

書画カメラの利用
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振り返りにICTを活用するメリット／デメリット
• 紛失しない
• 検索可能
• アプリの起動が必要、オフラインだと最新ではない可能性

OneNoteを使うメリット
• Teamsに組み込まれた「クラスノートブック」として利用可能
• 「課題」機能を利用して配信・回収が可能
• Formsでは保存は本人の意思が必要であり、情報が分散するが、チーム毎
に一覧できる
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月日 〇担当者との打合せ・会議等 ■研究支援

4/3 〇研究支援に関する管理職への事前説明
・研究支援の概要説明

4/12 〇研究支援に関する打合せ
・管理職、研究主任、ICT担当者等をまじえた打合せにおいて研究主任より研究主題等の提案 ・センター研究推進校について説明

5/1 〇研究支援に関する打合せおよび授業参観
・支援計画の検討および意見交換 ・授業参観および施設の確認

5/29 ■教員のICT活用指導力等のアンケート
・研究主任へ各項目について概要説明 ・Microsoft Formsにより回答（1回目）

7/10 ■学校担当指導主事訪問帯同
・都留高教職員への概要説明 ・DXハイスクール関連事業についての研究協議
〇校内研修会についての打合せ
・研修会の内容調整

7/23 ■校内研修会（全職員対象）
・振り返りをOneNoteおよびTeamsで実施するための方法について ・OneNoteの活用方法の事例紹介

10月末以降 〇校内研究授業および研修会についての打合せ
・日程調整および内容検討

12/17 〇校内研究授業および研修会
・BYOD端末を活用した授業とOneNoteを利用した振り返りの実践事例 ・先生方でのグループ討議

1月中 ■教員のICT活用指導力等のアンケート
・研究主任へ各項目について概要説明 ・Microsoft Formsにより回答（2回目）
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研究授業（12月17日）1年生・数学Ⅰ「データの分析」

事前にFormsを利用して作成・収集したアンケートをもとに
データを分析し、仮説を検証して発表
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Excelを利用してデータを分析
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CanvaやPowerPointを利用して資料作成
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グループ代表による発表
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グループ代表による発表
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クラスノートブックによる振り返り
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クラスノートブックによる振り返り
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• BYOD端末の授業における活用方法について、各教科において活用方法を
模索しており、今回の研究授業は「都留高校の生徒は、ここまでできる」とい
うことを互いに知るきっかけになった。

• 振り返りにICTを活用するためには、各教科での一層の工夫や試行錯誤が
必要になると考える。教科の特性や、振り返りの方法をどこまで共通化するか
といった議論は今後も必要と考える。

■研究授業後の研究協議を終えて
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◼ ICT活用を進めていくための前提となる、対象者についてのアンケート分析
• アンケートを項目ごとの結果だけで判断せず、他組織との比較や、項目間での関連性
などを見ること

• アンケートをもとにした今後の方向性の確認

◼ 研究授業において、学校でのBYOD活用についてのモデル提示

◼ 振り返りをどのようなICTツールを利用するかの選定
• FormsとOneNoteの違い

■情報教育チームとして
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